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山
深
い
山
村
で
元
気
あ
ふ
れ
る
集
落
に
出
会
う

と
、
ホ
ッ
と
救
わ
れ
た
気
が
す
る
。
８
年
ぶ
り
に
訪

れ
た
宮
崎
県
西に

し

米め

良ら

村そ
ん

の
小
川
地
区
も
そ
の
一
つ

だ
。
2
0
0
9
年
か
ら
“
お
が
わ
作
小
屋
村
”
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
西
米
良
村
自
体
が
宮
崎
県

最
西
端
の
山
中
だ
が
、
28
戸
、
1
0
0
人
の
小
川
地

区
は
、
村
の
中
心
部
か
ら
さ
ら
に
車
で
40
分
、
険
し

い
渓
谷
沿
い
に
山
に
分
け
入
る
。
だ
が
小
川
地
区
に

入
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
視
界
が
開
け
、
山
村
の
原

風
景
、
桃
源
郷
の
よ
う
な
景
観
が
現
れ
る
。

こ
こ
は
4
0
0
年
ほ
ど
前
、
肥
後
藩
菊
池
氏
が
そ

の
根
絶
を
憂
い
、
一
子
を
落
ち
延
び
さ
せ
居
城
を
構

え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
版
籍
奉
還
に
際
し
、
最
後
の

領
主
菊
池
則
忠
は
、
領
地
の
全
て
を
住
民
に
分
け
与

え
、
生
活
を
支
援
し
、
名
君
と
し
て
今
も
慕
わ
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
歴
史
を
受
け
継
ぐ
小
川
地
区
は
、
村

と
共
同
で
“
作
小
屋
村
”
の
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。

茅
葺
の
食
事
処
や
加
工
施
設
な
ど
は
村
が
建
設
し
、

運
営
を
地
区
の
協
議
会
が
担
っ
て
い
る
。

訪
れ
た
当
日
、
作
小
屋
村
の
広
場
に
は
大
型
バ
ス

が
3
台
も
停
ま
っ
て
い
た
。視
察
や
評
判
の
高
い「
お

が
わ
四
季
御
膳
」
を
楽
し
み
に
来
る
人
た
ち
だ
。
春

に
は
向
か
い
の
花
見
山
の
花
が
咲
き
、
秋
に
は
伝
統

の
「
月
の
神
楽
」
が
舞
わ
れ
る
。
来
訪
者
も
こ
こ
数

年
は
2
万
か
ら
2
万
7
千
人
で
推
移
し
て
い
る
。
そ

ん
な
集
落
を
目
指
し
て
、
移
住
者
も
24
人
に
増
え
、

17
人
は
定
住
し
、
子
供
の
声
も
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
10
年
前
、
70
％
だ
っ
た
高
齢
化
率
は
57
％

に
下
が
っ
た
。

西
米
良
型
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
や
村
民
挙
げ
て

の
温
泉
施
設
の
経
営
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
村
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
村
も
、
特
別
職
を
除
く
全
職
員
が
地

区
担
当
と
な
り
、村
内
8
地
区
の
活
動
を
支
援
す
る
。

村
全
体
で
は
こ
こ
4
年
で
U
I
タ
ー
ン
者
は
1
2
9

人
、
村
独
自
の
集
計
だ
が
最
近
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
2
・
21
と
県
平
均
を
は
る
か
に
上
回
る
。「
小
規

模
は
ハ
ン
デ
ィ
で
は
な
い
。
小
規
模
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
き
め
細
か
な
取
組
は
強
み
と
メ
リ
ッ
ト
だ
」
と

黒
木
定
藏
村
長
は
語
る
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
常
套
句
と
な
っ
た
か
の
よ

う
な
日
本
の
農
山
漁
村
だ
が
、
そ
ん
な
な
か
に
も

「
我
々
の
生
き
ざ
ま
を
見
て
く
れ
」
と
言
わ
ん
ば
か

り
に
、
村
の
歴
史
と
知
恵
、
住
民
の
力
を
結
集
し
て
、

集
落
が
蘇
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
町
村
も
多
い
。

法
政
大
学
名
誉
教
授

岡お
か

﨑ざ
き　

昌ま
さ

之ゆ
き

山
中
に
蘇
る
“
お
が
わ
作
小
屋
村
”

「
水
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あ
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Ⅰ
．
は
じ
め
に

我
が
国
の
水
道
は
住
民
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
地
域
住

民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
極
め

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
水
道

事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
急
速
に
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
総
務
省
で
は
、
各
団
体

に
お
け
る
経
営
努
力
を
推
進
す
る
方
策
及

び
そ
れ
を
前
提
と
し
た
水
道
事
業
に
お
け

る
持
続
的
な
経
営
の
確
保
の
た
め
の
対
応

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
平
成
30
年

1
月
に
「
水
道
財
政
の
あ
り
方
に
関
す
る

研
究
会
」（
座
長　

石
井
晴
夫
東
洋
大
学

教
授
）
を
設
置
し
、
同
年
12
月
に
報
告
書

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
研
究
会
報
告
書
の
概
要
等

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

Ⅱ
．
報
告
書
の
概
要

１
．
水
道
事
業
の
経
営
状
況
と
今
後
の
課
題

⑴
水
道
事
業
の
経
営
状
況

水
道
事
業
の
収
支
の
状
況
を
見
る
と
、

平
成
28
年
度
に
お
い
て
、
水
道
事
業
全
体

の
収
支
は
４
、
０
４
４
億
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
が
、
上
水
道
事
業
の
料
金
回

収
率
を
見
る
と
、
約
２
／
３
の
団
体
が
１

０
０
％
を
上
回
っ
て
い
る
一
方
で
、
給
水

人
口
規
模
の
小
さ
い
団
体
ほ
ど
、
１
０

０
％
を
下
回
る
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に

あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
研
究
会
で
は
、
上
水
道

事
業
に
お
け
る
個
別
団
体
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
分
析
が
必
要
と
考

え
、
経
営
状
況
と
経
営
努
力
の
観
点
か
ら

分
析
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
経
営
状

況
を
示
す
指
標
と
し
て
料
金
回
収
率
を
縦

軸
、
経
営
努
力
を
示
す
指
標
と
し
て
家
庭

用
水
道
料
金
（
月
20
㎥
口
径
13
㎜
）
を
横

軸
と
し
、
各
団
体
の
状
況
を
プ
ロ
ッ
ト
し

た
上
で
、
料
金
回
収
率
１
０
０
％
と
家
庭

用
水
道
料
金
の
全
国
平
均
の
線
で
Ａ
～
Ｄ

に
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
、
管
路
更
新
率
、

資
本
費
な
ど
経
営
状
況
に
関
係
す
る
と
考

え
ら
れ
る
各
種
指
標
と
の
関
係
を
分
析
し

た
。さ

ら
に
、
図
表
1
の
１
～
３
の
ラ
イ
ン

を
用
い
て
、
Ａ
～
Ｄ
の
各
グ
ル
ー
プ
を
細

分
化
し
た
上
で
、
経
営
状
況
に
関
係
す
る

と
考
え
ら
れ
る
各
種
指
標
と
の
関
係
を
分

析
し
た
。
こ
の
ラ
イ
ン
は
、
料
金
回
収
率

が
１
０
０
％
と
な
る
場
合
の
料
金
水
準

が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
平
均
の
２
倍
以
上
、

全
国
平
均
の
1
・
5
倍
以
上
、
全
国
平
均

図表１　経営条件が厳しい団体の分析

料金回収率（％）

※　�全事業体（1,263団体）から給水人口が
0の団体を除いている。

※　�20ｍ313ミリの口径の料金が未設定の
団体は、表示していない。

上水道料金全国平均
3,206円（20ｍ3／
13ミリ）

上水道料金全国平
均の1.5倍
4,809円（20ｍ3／
13ミリ）

水道料金（円）
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以
上
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
各
ラ

イ
ン
上
の
団
体
は
、
有
収
水
量
当
た
り
の

料
金
で
回
収
す
べ
き
経
費
が
同
一
で
あ
る

と
言
え
る
。（
図
表
１
、
２
）

こ
の
結
果
、
料
金
回
収
率
を
１
０
０
％

と
す
る
た
め
に
必
要
な
料
金
水
準
が
高
い

グ
ル
ー
プ
ほ
ど
、
資
本
費
や
有
収
水
量
当

た
り
管
路
延
長
な
ど
、
構
造
的
な
経
営
条

件
を
表
す
指
標
が
厳
し
い
値
を
示
す
と
と

も
に
、
管
路
更
新
率
も
低
く
な
る
傾
向
が

認
め
ら
れ
た
。

⑵�

急
速
な
人
口
減
少
が
水
道
事
業
の
経
営

に
与
え
る
影
響

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
人
口
減

少
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
有

収
水
量
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
料
金
収
入

に
つ
い
て
も
平
成
13
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。（
図
表
３
）

ま
た
、
水
道
事
業
は
多
く
の
事
業
用
資

産
の
保
有
を
前
提
と
し
て
お
り
、
現
在
の

事
業
用
資
産
の
規
模
を
そ
の
ま
ま
維
持
す

る
と
、
水
需
要
に
対
し
て
過
剰
な
資
産
規

模
と
な
り
、
経
営
に
と
っ
て
大
き
な
負
担

と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

⑶�

老
朽
化
対
策
と
災
害
対
策
の
た
め
の
更

新
需
要
の
増
大

水
道
事
業
の
過
去
の
投
資
実
績
を
見
る

と
、
昭
和
50
年
頃
と
平
成
10
年
頃
の
２
つ

の
ピ
ー
ク
期
が
あ
り
、
昭
和
50
年
頃
ま
で

に
投
資
し
た
事
業
用
資
産
を
中
心
に
大
量

更
新
時
期
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
更
新
需
要
の
増
大
に
伴
う
経
営
状

況
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。（
図
表
４
）

ま
た
、
近
年
は
、
地
震
や
大
雨
な
ど
、水

道
事
業
に
お
い
て
大
き
な
被
害
が
発
生
す

る
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

災
害
対
策
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

⑷
職
員
数
の
減
少

水
道
事
業
の
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
末
に
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
約

４
割
減
と
な
っ
て
お
り
、
給
水
人
口
３
万

人
未
満
の
団
体
で
は
、
平
均
職
員
数
が
10

人
を
下
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。（
図

表
５
）

２
．�

持
続
的
な
経
営
を
確
保
す
る
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方

こ
う
し
た
中
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的

な
経
営
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
中
長
期

の
経
営
見
通
し
に
基
づ
く
経
営
基
盤
の
強

化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
①
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く
適
切
な
更
新
、

○ Ｂグループの中でも、料金回収率が100％となる料金水準が最も高いＢ１グループの指標が特に厳しい傾向にある
○ Ｂ１グループの団体を中心として、更新投資に係る支援を検討する必要があるか

団体数
料金
（円）

料金
回収率

給水人口
（人）

管路
更新率

有収水量１㎥
当たり
資本費

（円／㎥）

有収水量１㎥
当たり

管路延長
（m/㎥）

給水人口
当たり

管路延長
（m/人）

単純平均 341 3,952 113.0% 57,795 0.65% 99 0.103 10.9

中央値 341 3,834 111.2% 24,255 0.47% 96 0.095 9.8

A2 中央値 13 5,256 102.7% 11,432 0.11% 141 0.122 11.5

A3 中央値 218 4,040 108.1% 22,306 0.47% 102 0.099 10.1

A4 中央値 110 3,445 118.3% 38,358 0.52% 83 0.082 8.9

単純平均 228 4,252 85.8% 26,325 0.53% 157 0.150 15.2

中央値 228 4,179 90.1% 16,482 0.33% 139 0.125 13.3

B1 中央値 33 4,914 59.6% 6,938 0.09% 266 0.244 19.7

B2 中央値 74 4,543 86.9% 17,944 0.27% 164 0.145 14.7

B3 中央値 121 3,834 95.5% 20,525 0.44% 121 0.110 11.2

単純平均 503 2,492 113.4% 132,696 0.70% 66 0.067 8.1

中央値 503 2,538 111.0% 49,470 0.58% 67 0.062 7.2

単純平均 190 2,500 87.7% 151,876 0.55% 93 0.084 9.6

中央値 190 2,549 93.8% 30,919 0.47% 84 0.078 8.8

Ｄ1 中央値 4 2,591 28.3% 26,463 0.15% 274 0.158 13.4

Ｄ2 中央値 4 2,781 53.3% 21,327 0.02% 151 0.090 9.8

Ｄ3 中央値 46 2,883 78.4% 20,658 0.32% 111 0.090 11.5

Ｄ4 中央値 136 2,451 96.2% 35,987 0.52% 76 0.065 7.5

A

B

Ｃ

Ｄ

図表２　グループごとの指標の比較
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図表３　料金収入の推移（上水道事業、簡易水道事業）

出典 ：地方公営企業決算状況調査
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②
料
金
収
入
の
確
保
、
③
広
域
化
、
民
間

活
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
等
の
推
進
の
３

つ
の
視
点
が
重
要
に
な
る
。

３
．
今
後
の
具
体
的
な
取
組
方
策

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
水
道
事
業

の
持
続
的
な
経
営
の
確
保
に
向
け
て
当
面

取
り
組
む
べ
き
具
体
的
方
策
を
、
以
下
の

と
お
り
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

⑴
広
域
化
等
の
抜
本
改
革
の
推
進

①�　
「
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
」
に
よ
る

広
域
化
の
推
進

水
道
事
業
の
抜
本
改
革
の
中
で
も
、
複

数
の
市
町
村
が
区
域
を
超
え
、
連
携
し
て

事
業
に
取
り
組
む
広
域
化
に
つ
い
て
は
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
経
費
削
減
の

効
果
や
組
織
体
制
の
強
化
等
の
幅
広
い
効

果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
多
様
な
類
型
の

広
域
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
な
お
、
近
年
の
頻
発
す
る
自

然
災
害
等
へ
の
対
応
力
強
化
の
観
点
か
ら

は
、
経
営
統
合
に
よ
る
組
織
体
制
の
強
化

の
ほ
か
、
周
辺
市
町
村
と
の
事
前
の
協
力

体
制
の
構
築
等
、
災
害
時
に
必
要
な
業
務

に
つ
い
て
広
域
的
に
対
応
す
る
仕
組
み
作

り
が
重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら

も
広
域
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。（
図
表
６
）

総
務
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
各
都
道
府

県
に
対
し
、
す
べ
て
の
市
町
村
等
を
構
成

員
と
し
た
広
域
連
携
に
関
す
る
検
討
体
制

を
早
期
に
構
築
し
、
平
成
30
年
度
ま
で
を

目
途
に
検
討
を
行
い
、
検
討
結
果
を
公
表

す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
市
町
村
の
区

域
を
超
え
た
広
域
化
を
進
め
る
に
際
し
て

は
、
当
事
者
と
な
る
市
町
村
の
み
で
取
組

を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
広
域
的
か
つ
客

観
的
な
立
場
か
ら
都
道
府
県
が
積
極
的
な

役
割
を
担
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
こ
の

た
め
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
広
域
化

に
関
し
、
経
営
面
や
技
術
面
等
の
幅
広
い

観
点
か
ら
の
助
言
等
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
各
地
域
の
実
情
に
即
し
、
関
係
部
局

が
連
携
し
て
市
町
村
の
取
組
を
支
援
す
る

体
制
の
構
築
が
必
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
中
、
今
後
、
多
様
な
広
域
化

の
取
組
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
広
域
化
の
多
様
な

類
型
に
応
じ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
、
効
果
を
比
較
し
た
上
で
、
広
域
化

の
基
本
的
な
考
え
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

出典：総務省 地方公営企業決算状況調査
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職員数のピーク

約４割減

職員数の推移 給水人口別の平均職員数

○ 職員数は減少しており、平均職員数は給水人口の少ない団体ほど少ない。

※「職員数の推移」グラフは、用水供給事業の職員数を含む

（人）

減増度年８２成平度年８１成平

職員 事業 平均 職員 事業 平均 職員 事業 平均

現在給水 数 体数 職員数 現在給水 数 体数 職員数 現在給水 数 体数 職員数

人口区分 (A) (B) (A)/(B) 人口区分 (A) (B) (A)/(B) 人口区分 増減 増減 増減

上水道事業 50,300 1,329 上水道事業 40,031 1,263 上水道事業

30万人以上 26,330 66 399 30万人以上 21,399 67 319 30万人以上 -4,931 1 -80

15～30万人 6,328 72 88 15～30万人 5,277 77 69 15～30万人 -1,051 5 -19

10～15万人 4,097 89 46 10～15万人 3,057 90 34 10～15万人 -1,040 1 -12

5～10万人 6,047 226 27 5～10万人 4,302 210 20 5～10万人 -1,745 -16 -7

3～5万人 3,145 212 15 3～5万人 2,449 196 12 3～5万人 -696 -16 -3

1.5～3万人 2,606 289 9 1.5～3万人 2,077 262 8 1.5～3万人 -529 -27 -1

1.5万人未満 1,747 375 5 1.5万人未満 1,470 361 4 1.5万人未満 -277 -14 -1

簡易水道事業 2,422 888 簡易水道事業 1,609 706 簡易水道事業

法適用 73 24 3 法適用 77 29 3 法適用 4 5 0

法非適用 2,349 864 3 法非適用 1,532 677 2 法非適用 -817 -187 -1

図表５　職員数の推移（水道事業）

図表４　投資の状況（上水道事業、用水供給事業）
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つ
い
て
定
め
た
計
画
（
以
下
「
広
域
化
推

進
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。）
を
策
定
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。
そ
の
際
、
都
道
府
県

は
、
水
道
事
業
者
で
あ
る
市
町
村
等
と
十

分
協
議
す
る
と
と
も
に
、
区
域
内
の
水
道

事
業
を
俯
瞰
し
、
小
規
模
な
団
体
等
も
含

め
、
区
域
全
体
と
し
て
持
続
可
能
な
枠
組

み
と
な
る
よ
う
調
整
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
国
に
お
い
て
も
、
広
域

化
の
取
組
を
加
速
す
る
観
点
か
ら
、
都
道

府
県
に
対
し
、
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
の
策

定
に
つ
い
て
、
集
中
的
な
取
組
を
促
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
上
水
道
事
業
の
広
域
化
に
係
る

事
業
に
つ
い
て
の
財
政
措
置
は
、
そ
の
対

象
を
国
庫
補
助
事
業
に
限
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
に
お
い
て
は
、
広
域
化
に
係

る
財
政
措
置
の
対
象
範
囲
を
広
げ
、
広
域

化
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
組
に
つ
い
て

は
経
営
統
合
以
外
も
対
象
と
す
る
等
、
措

置
の
拡
充
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
ら
れ

る
。（
図
表
７
）

②　

民
間
活
用
の
推
進

水
道
事
業
に
お
け
る
持
続
的
な
経
営
を

確
保
す
る
た
め
の
抜
本
改
革
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
広
域
化
と
あ
わ
せ

て
、
民
間
活
用
の
取
組
も
積
極
的
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

⑵�

適
切
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基

づ
く
着
実
な
更
新
投
資
の
促
進

①　

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実

水
道
事
業
は
、
大
規
模
な
事
業
用
資
産

を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
必
要

な
施
設
を
将
来
に
わ
た
り
適
切
に
維
持
・

更
新
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な

る
。
水
道
事
業
に
お
け
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
は
、
中
長
期
の
更
新
需
要
の

見
通
し
を
試
算
し
た
上
で
、
人
口
減
少
を

踏
ま
え
た
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
や
長
寿
命

化
等
に
よ
り
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

や
平
準
化
を
図
り
、
効
率
的
か
つ
計
画
的

な
更
新
投
資
を
進
め
る
た
め
の
取
組
で
あ

り
、
今
後
、
各
団
体
に
お
い
て
、
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
を
進
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
。

②　

着
実
な
更
新
投
資
の
促
進

水
道
は
住
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
老
朽
化
に
よ
る
事

故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
国
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
す

図表６　主な広域化の類型（例）

全県で統合
（香川県）

統合度

経営統合

施設の
共同設置等

事務の
広域的処理

市町村内 ２市町村

国庫補助対象（現行）

地方財政措置対象（現行）

３市町村以上

事業間の水平統合
（柏崎市、北九州市等）

浄水場の共同設置
（大牟田市・荒尾市）

浄水場の共同利用
（周南市・光市）

システム共同利用
（須崎市、四万十町、中土佐町）

市町村合併、

簡水統合に
伴う事業を
実施

図表７　広域化に係る財政措置の対象事業の範囲（イメージ）
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べ
て
の
地
域
で
水
道
サ
ー
ビ
ス
が
持
続
的

か
つ
安
定
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
着
実

な
更
新
投
資
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
に
分
析
し
た
と
お

り
、
現
時
点
に
お
い
て
資
本
費
が
非
常
に

高
い
水
準
に
あ
る
な
ど
、
経
営
条
件
が
構

造
的
に
厳
し
い
団
体
に
お
い
て
は
、
管
路

更
新
率
が
低
い
水
準
に
と
ど
ま
る
傾
向
が

あ
り
、
適
切
な
更
新
投
資
が
行
わ
れ
て
い

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
一
定
の
経
営
努
力
を
前
提

と
し
つ
つ
、
経
営
条
件
が
厳
し
く
、
現
状

に
お
い
て
更
新
投
資
が
進
ん
で
い
な
い
団

体
に
お
い
て
も
、
老
朽
化
対
策
、
災
害
対

策
の
た
め
の
着
実
な
更
新
投
資
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
国
に
お
い
て
、
特
段
の
財
政

措
置
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

財
政
措
置
を
検
討
す
る
に
際
し
、
浄
水

場
等
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
広
域

化
の
取
組
が
進
む
中
で
、
あ
ら
た
め
て
更

新
投
資
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
一
方
、
管
路
に
つ
い
て
は
、
広
域

化
の
取
組
に
関
わ
ら
ず
着
実
に
更
新
投
資

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
回
検
討
す
る
措
置
に
つ
い
て

は
、
管
路
の
更
新
事
業
に
限
っ
て
対
象
に

す
る
と
と
も
に
、
期
限
を
定
め
た
措
置
に

す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
回
検
討
す
る
財
政
措
置
の
対

象
団
体
の
要
件
は
、
経
営
条
件
の
厳
し
さ

を
示
す
指
標
と
管
路
更
新
の
負
担
の
大
き

さ
を
示
す
指
標
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
と

と
も
に
、
一
定
の
経
営
努
力
を
示
す
指
標

と
し
て
、
料
金
水
準
に
係
る
要
件
等
に
つ

い
て
も
検
討
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
水
道
管
路
の
建
設
改
良
に
係
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道
管
路
耐
震
化
事

業
と
し
て
平
成
30
年
度
ま
で
の
時
限
的
な

財
政
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
今
回
検
討
す

る
財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
水
道

管
路
耐
震
化
事
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ
．
お
わ
り
に

今
回
、
水
道
事
業
の
持
続
的
な
経
営
を

確
保
す
る
た
め
当
面
取
り
組
む
べ
き
具
体

的
方
策
が
示
さ
れ
た
が
、
中
長
期
的
な
観

点
か
ら
は
、
報
告
書
に
も
あ
る
と
お
り
、

今
後
引
き
続
き
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。

各
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
本
研
究
会
報

告
書
を
踏
ま
え
、
水
道
事
業
の
持
続
的
な

経
営
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に

進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
総
務
省
に

お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
の
動
向
に
十

分
留
意
い
た
だ
き
た
い
。
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森
町
の
概
要

森
町
は
、
静
岡
県
の
西
部
に
位
置
し
、
北

は
浜
松
市
・
島
田
市
、
東
は
掛
川
市
、
西
は

磐
田
市
、南
は
袋
井
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

町
の
人
口
は
１
８
、
５
０
７
人
、
世
帯
数
は

６
、
５
２
８
世
帯
で
す
。（
平
成
30
年
4
月

1
日
現
在
）

総
面
積
は
１
３
３
・
91
㎢
で
三
方
を
小
高

い
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

町
北
部
に
緑
豊
か
な
森
林
が
広
が
り
、
そ

の
森
林
を
源
と
す
る
清
流
「
太
田
川
」
が
町

の
南
北
を
流
れ
、
こ
の
川
の
流
れ
が
肥
沃
な

土
壌
を
生
み
、
中
心
部
か
ら
南
部
に
か
け
て

市
街
地
や
田
園
を
形
成
し
て
い
る
風
情
豊
か

な
町
で
す
。
ま
た
、
森
町
は
大
地
の
実
り
に

恵
ま
れ
、
古
来
よ
り
伝
統
文
化
を
育
み
つ
つ

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

大
正
時
代
、
森
町
を
訪
れ
た
地
理
学
者
・

志し

賀が

重し
げ

昂た
か

は
、
山
紫
水
明
の
こ
の
町
を
「
小

京
都
」
と
称
賛
し
、
以
来
、
森
町
は
「
遠
州
の

小
京
都
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

風
情
あ
ふ
れ
る
町
並
み
、
遠
江
国
一
宮
と

し
て
崇
敬
を
受
け
た
古
代
の
森
と
謳
わ
れ
る

小
國
神
社
に
代
表
さ
れ
る
神
社
・
史
跡
、
ま

た
四
季
折
々
の
花
と
緑
の
彩
り
な
ど
、
特
徴

あ
る
景
観
、
歴
史
・
文
化
資
源
が
あ
り
、
年

間
１
１
０
万
人
（
平
成
29
年
度
）
に
及
ぶ
観

光
交
流
客
が
訪
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
用
食
器
、
茶
器
、
酒
器
な
ど
の

森
山
焼
の
産
地
で
あ
り
、
茶
・
米
・
と
う
も

ろ
こ
し
・
レ
タ
ス
・
柿
・
メ
ロ
ン
等
、
清
流

太
田
川
と
そ
の
流
域
に
広
が
る
肥
沃
な
大
地

で
育
て
ら
れ
た
多
彩
で
高
品
質
な
農
作
物
が

あ
り
ま
す
。

交
通
面
で
は
、
平
成
24
年
の
新
東
名
高
速

道
路
の
開
通
に
伴
い
、
町
の
東
側
に
「
森
掛

川
Ｉ
Ｃ
」
が
、
中
西
部
に
は
「
遠
州
森
町
Ｐ

Ａ
」
に
併
設
し
て
「
遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。２
つ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
持
つ
町
と
し
て
、
利
便
性
の
飛

▲

お
出
か
け
運
動
教
室
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

静岡県

森町

『
お
達
者
』で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

森も
り

町ま
ち

静
岡
県
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躍
的
な
向
上
に
よ
っ
て
交
流
が
盛
ん
に
な

り
、さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
の

遠
州
森
駅
を
は
じ
め
、
町
内
に
５
つ
の
駅
が

あ
り
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
や
東
海
道
新

幹
線
の
掛
川
駅
ま
で
約
25
分
で
結
ば
れ
て
い

ま
す
。

予
算
規
模
は
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
額

で
72
億
１
、
８
０
０
万
円
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
１
６
６
億
３
、

８
０
０
万
円
で
、
自
主
財
源
比
率
は 

49
・

4
％
、
平
成
29
年
度
の
財
政
力
指
数
（
３
年

平
均
）
は
0
・
60
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
決
算
に
よ
る
経
常
収
支
比
率
は 

89
・
1
％
で
し
た
。

こ
の
森
町
を
さ
ら
に
元
気
に
し
て
い
く
た

め
に
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進
め

る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
９
次
森

町
総
合
計
画
」
を
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し

ま
し
た
。

本
計
画
で
は
「
人
の
輪
」「
対
話
」「
調
和
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
掲
げ
、
目
指

す
べ
き
町
の
将
来
像
を
「
住
む
人
も
訪
れ
る

人
も
心
和
ら
ぐ
森
町
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
を
も
と
に
、
町
民
一
人
一
人
の
暮

ら
し
の
豊
か
さ
を
高
め
、
外
部
と
の
多
様
な

交
流
を
広
め
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

お
達
者
度
に
つ
い
て

平
成
22
年
の
厚
生
労
働
省
発
表
に
よ
る
健

康
寿
命
に
お
い
て
、
静
岡
県
は
、
男
性
全
国

２
位
、
女
性
全
国
１
位
と
な
り
、
静
岡
県
が

独
自
に
算
出
し
た
男
女
計
で
は
、
全
国
１
位

と
な
り
ま
し
た
。

静
岡
県
で
は
、
健
康
長
寿
を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
平
均
自
立
期
間
を

「
お
達
者
度
」
と
し
て
、
平
成
24
年
か
ら
市

町
別
健
康
寿
命
を
算
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

お
達
者
度
は
、
介
護
を
受
け
た
り
病
気
で
寝

た
き
り
に
な
っ
た
り
せ
ず
、
自
立
し
て
健
康

に
生
活
で
き
る
期
間
、
い
わ
ゆ
る
要
介
護
度

２
～
５
で
な
い
状
態
を「
自
立
し
て
い
る（
お

達
者
で
あ
る
）」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
公

表
を
開
始
し
た
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま

で
５
回
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内

訳
を
見
ま
す
と
、
森
町
の
男
性
で
は
、
静
岡

県
下
35
市
町
中
、
１
位
が
２
回
、
２
位
が
２

回
、
14
位
が
１
回
、
そ
し
て
、
６
回
目
の
平

成
26
年
が
６
位
（
お
達
者
度
18
・
33
年
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
女
性
で
は
、
１
位

が
２
回
、２
位
が
１
回
、

４
位
が
１
回
、
６
位
が

１
回
、
そ
し
て
、
６
回

目
の
平
成
26
年
が
１
位

（
お
達
者
度
22
・
43
年
）

で
し
た
。
平
成
24
年
に

は
、
男
性
、
女
性
と
も

に
１
位
と
な
り
、
静
岡

県
が「
お
達
者
度
」の
発

表
を
開
始
し
て
以
来
、

毎
年
上
位
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
健
康

長
寿
の
町
」
で
あ
る
と

い
え
る
と
考
え
ま
す
。

静
岡
県
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
に
よ
り
ま
す
と
、「
お
達
者
度
」
が
長
い

市
町
の
特
徴
と
し
て
、「
運
動
習
慣
、
大
豆

製
品
摂
取
、
緑
茶
摂
取
が
多
い
。
喫
煙
経
験

者
、
肥
満
該
当
者
が
少
な
い
。
世
代
間
交
流

や
多
世
代
同
居
が
多
い
。
そ
の
他
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
活
動
を
す
る
人
が
多

い
。」
等
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
お
達
者
度
」
が
長
い
要
因

静
岡
県
が
発
表
す
る「
お
達
者
度
」は
、「
介

護
認
定
の
情
報
」
と
「
死
亡
の
情
報
」
に
基

づ
い
て
算
出
す
る
た
め
、
発
表
年
の
３
年
前

の
数
値
に
よ
り
お
達
者
度
が
算
出
さ
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、平
成
29
年
発
表
の
数
値
は
、

平
成
26
年
の
数
値
と
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

現
在
の
町
の
取
組
が
す
ぐ
に
「
お
達
者
度
」

の
数
値
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
今
ま
で
発
表
さ
れ
た
お
達
者
度
に

お
い
て
、
森
町
が
上
位
に
位
置
し
て
い
る
理

由
を
は
っ
き
り
と
説
明
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
静
岡
県
が
発
表
し
た

「
お
達
者
度
」
の
長
い
市
町
の
特
徴
の
視
点

か
ら
森
町
が
「
お
達
者
度
」
の
長
い
要
因
を

考
察
し
て
み
ま
す
と
、「
年
間
を
通
し
て
、

農
林
産
物
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
り
、
高
齢
に

な
っ
て
も
働
く
場
が
多
い
。
お
茶
農
家
、
お

茶
販
売
店
（
茶
商
）
が
多
く
、
日
頃
か
ら
お

茶
を
た
く
さ
ん
飲
む
習
慣
、
楽
し
む
文
化
が

根
付
い
て
い
る
。
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
盛
ん
で
あ
る
。
特
定
健
診
等
の
受
診
率
が

高
く
、
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
い
。
介
護

▲平成24年4月に開通した新東名高速道路
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保
険
の
認
定
率
は
高
い
が
、軽
度
者
が
多
く
、

比
較
的
早
い
段
階
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
、
自
立
し
た
生
活
を
長
く
続
け
て
い
る
人

が
多
い
。」
と
考
え
ま
す
。

町
で
の
取
組

森
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
保
健
福
祉

課
内
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
介
護
予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
平
成
21
年
度
か
ら
、
住
民
主
体
の
介
護

予
防
、
健
康
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
事
業

に
転
換
す
る
た
め
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
養
成
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
は
、「
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
（
元

気
も
り
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
）」
と
し
て
、
地

域
で
「
１
０
０
（
い
ち
ま
る
ま
る
）
サ
ロ
ン
」

を
自
主
的
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
「
１
０
０
サ
ロ
ン
」
は
、「
１
０

０
円
持
っ
て
１
０
０
歳
ま
で
元
気
！
」
を
合

言
葉
に
、
参
加
料
１
０
０
円
を
持
っ
て
集
ま

り
、
遊
び
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
や
頭
の
体
操
を

し
た
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
と
、
地
域
の
高
齢
者
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
も
口

コ
ミ
で
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
介
護

予
防
リ
ー
ダ
ー
は
60
名
に
の
ぼ
り
、
５
箇
所

で
「
１
０
０
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
も
65
歳
以
上

の
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、平
成
23
年
度
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
交
付
金
を
給

付
す
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
制
度
は
、
地
域

や
登
録
介
護
保
険
施
設
等
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
対
象
に
、
１
時
間
の
活
動
に

つ
き
１
ポ
イ
ン
ト
、
１
日
２
ポ
イ
ン
ト
ま
で

付
与
さ
れ
、
年
度
内
に
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
は
、
次
年
度
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

１
ポ
イ
ン
ト
１
０
０
円
、
年
間
最
大
50
ポ
イ

ン
ト
５
、
０
０
０
円
を
上
限
に
、
介
護
保
険

料
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
交
付
金
と
し
て

給
付
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
29
年
度

か
ら
、
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
を
追
加

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
の
改
正
介
護
保
険
法
に

よ
り
、
一
次
予
防
事
業
が
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
は
、
65
歳
以
上
で
生
活
機
能

低
下
が
心
配
さ
れ
る
方
が
、
仲
間
と
集
い
、

会
話
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
す
介
護
予
防
教
室「
さ
わ
ふ
れ
ク
ラ
ブ
」

や
脳
活
性
化
教
室
、
運
動
教
室
の
開
催
を
し

て
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
組

町
で
は
平
成
28
年
度
に
、
今
後
も
お
達
者

度
を
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、「
お
達
者

度
維
持
向
上
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、「
森

町
お
達
者
度
維
持
向
上
推
進
計
画
」
を
定
め

る
と
と
も
に
、
町
民
か
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募

集
し
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
案
の
中

か
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
お
達
者
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
町
づ
く
り
」
と
定
め
、
町
民
に
周
知
す

る
た
め
懸
垂
幕
を
作
成
し
、
現
在
、
町
の
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
掲
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
森
町
お
達
者
度
維
持
向
上
推
進
計
画
」
で

は
、平
成
34
年
発
表
（
対
象
年
は
平
成
31
年
）

の
お
達
者
度
の
目
標
に
男
性
20
・
0
年
、
女

性
22
・
5
年
を
掲
げ
、重
点
項
目
と
し
て
、「
運

動
（
身
体
機
能
低
下
防
止
）、
社
会
参
加
・

交
流
（
社
会
性
低
下
防
止
）、
食
生
活
（
食
・

栄
養
）、
健
康
管
理
（
歯
・
口
腔
、
健
診
、

禁
煙
、
飲
酒
、
休
養
、
睡
眠
）」
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
重
点
項
目
の
取
組

ま
ず
、「
運
動
」
で
は
、
平
成
27
年
度
に

森
町
合
併
60
周
年
を
記
念
し
て
、
健
康
づ
く

▲はつらつと「ポールウォーク」を楽しむ

▲保健師による健康教室

▲元気もりもりサポーターによる「かわせみ体操」の披露

▲

週
１
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
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フォーラム

り
と
介
護
予
防
の
た
め
に
作
成
し
た
、
ご
当

地
体
操
「
元
気
も
り
も
り
か
わ
せ
み
体
操
」

の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。「
元
気

も
り
も
り
か
わ
せ
み
体
操
」
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収

録
し
、
町
内
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
は
、
町
民
が
集
ま
る
機
会
を
捉
え

て
、
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
運
動
に
特

化
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
図
る
と
と

も
に
、
従
来
、
町
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
た
「
お
出
か
け
運
動
教
室
」
や

「
元
気
あ
っ
ぷ
運
動
教
室
」
を
町
民
が
よ
り

参
加
し
や
す
い
よ
う
、
地
域
の
公
民
館
で
開

催
し
、
歩
い
て
通
え
る
運
動
教
室
の
開
催
を

し
て
い
き
ま
す
。
次
に
、「
社
会
参
加
・
交
流
」

で
は
、
気
軽
に
寄
れ
る
居
場
所
づ
く
り
や
気

軽
に
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
サ
ロ
ン
の
実
施

を
し
て
い
き
ま
す
。
次
の
「
食
生
活
」
で
は
、

緑
茶
の
摂
取
が
お
達
者
度
の
延
伸
に
寄
与
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

町
の
特
産
品
で
も
あ
る
緑
茶
の
摂
取
、
急
須

で
入
れ
た
緑
茶
摂
取
の
推
進
を
し
て
い
き
ま

す
。
最
後
に
「
健
康
管
理
」
で
は
、
か
か
り

つ
け
医
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
推
進
と
歯

科
検
診
、
定
期
健
診
の
推
進
を
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
う
し
た
取
組
が
町
民
に
広
く
周

知
さ
れ
る
よ
う
、
活
動
し
て
い
る
団
体
や
店

舗
に
対
し
、「
森
町
お
達
者
度
向
上
活
動
『
認

定
証
』」
の
交
付
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

結
び
に

森
町
で
は
、
平
成
30
年
４
月
現
在
、
65
歳

以
上
の
高
齢
化
率
は
32
・
6
％
と
高
く
、
今

後
も
一
層
高
齢
者
は
増
え
、
団
塊
の
世
代
が

75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
に
は
、
38
・

6
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
高
齢
者
独
居
世
帯

や
高
齢
者
世
帯
の
問
題
も
年
々
深
刻
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
高
齢

者
等
が
で
き
る
か
ぎ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域

に
お
い
て
継
続
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向

け
、
地
域
医
療
の
中
心
を
担
う
公
立
森
町
病

院
と
の
連
携
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町

民
一
人
一
人
が
「
森
町
お
達
者
度
維
持
向
上

推
進
計
画
」
の
重
点
項
目
に
取
り
組
む
よ
う

働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
長
い
お

達
者
度
が
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。森

町
長　

太
田　

康
雄

▲お出かけ運動教室の様子

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考え
ています。ご覧になったご感想・ご意見を、
下記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/
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う
が
み
ん
し
ょ
ー
ら
ん
（
奄
美
で
の
挨

拶
の
言
葉
で
「
こ
ん
に
ち
は
」）。
私
は
、

昨
年
の
２
月
か
ら
鹿
児
島
県
町
村
会
会
長

職
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
大
和
村
の

「
伊
集
院　

幼
（
げ
ん
）」
と
申
し
ま
す
。

名
前
の
げ
ん
は
、
通
常
「
お
さ
な
い
」
と

呼
び
ま
す
が
、
げ
ん
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

各
町
村
会
の
皆
様
方
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、「
や
ま
と

そ
ん
」
の
由
来
は
、
遣
唐
使
の
時
代
に
遡

り
ま
す
。
本
村
は
東
シ
ナ
海
側
に
面
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
湾
の
入
り
江
を
休
息
場

所
に
利
用
し
て
お
り
ま
し
た
。
船
着
き
場

の
海
岸
に
本
土
の
方
々
（
そ
の
当
時
、
本

土
の
方
を
「
や
ま
と
ん
ち
ゅ
」
と
呼
ん
で

お
り
ま
し
た
）
が
立
ち
寄
り
、海
岸
が
「
や

ま
と
は
ま
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
そ
の
後
「
大
和
村
」
と
言
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
大
和
村
は
、
鹿
児
島
県
本
土
と

沖
縄
県
の
間
に
あ
り
ま
す
奄
美
大
島
中
西

部
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
明
治
41
年
４

月
１
日
（
１
９
０
８
年
）
に
郷
土
大
和
村

が
誕
生
し
て
以
来
、
平
成
30
年
（
２
０
１

８
年
）
に
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

長
い
歴
史
の
中
で
、
幾
多
の
変
遷
に
よ

る
苦
難
と
闘
い
な
が
ら
今
日
の
大
和
村
が

築
か
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
偏
に
先
人
達
の

ご
努
力
と
ご
尽
力
の
賜
で
あ
り
、
敬
意
を

表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

大
和
村
は
、
奄
美
群
島
の
基
幹
産
業
と

な
っ
て
お
り
ま
す
「
さ
と
う
き
び
発
祥
の

地
」
で
あ
り
ま
す
が
、
耕
地
面
積
が
少
な

い
中
で
自
然
条
件
・
立
地
条
件
等
を
生
か

し
た
「
す
も
も
・
た
ん
か
ん
」
を
主
体
と

し
た
農
産
物
の
生
産
及
び
加
工
品
等
の
商

品
化
も
進
め
て
お
り
、
県
外
で
物
産
展
等

も
開
催
し
な
が
ら
販
路
拡
大
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
本
村
も
他
の
町
村
同

様
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
の
か
か
ら
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、

子
育
て
支
援
や
定
住
促
進
対
策
な
ど
の
取

組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
近
年

は
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
出
生
率
も
伸

び
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
出

産
祝
い
金
や
保
育
料
の
無
料
化
を
継
続
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
村
で
の
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
農
産
物
の
生
産
量
確
保
や
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
な
が
ら
雇
用
の
創
出
に

繋
が
る
よ
う
に
と
、
村
の
１
０
０
％
出
資

に
よ
る
合
同
会
社
「
ひ
ら
と
み
」
を
起
業

い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
農
産
物
の
商

品
開
発
な
ど
を
手
が
け
な
が
ら
、
村
で
生

産
さ
れ
た
も
の
の
販
売
や
観
光
情
報
発

信
・
軽
食
な
ど
が
出
来
る
「
道
の
駅
」
な

る
も
の
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
村
に
多
く
の
方
々
に
お
越
し
頂
き
、
大

和
村
の
良
さ
を
全
国
に
発
信
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
に
奄
美
群
島
が
国
立
公

園
の
指
定
を
受
け
、
平
成
30
年
11
月
２
日

に
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
推
薦
が
決
定
さ

れ
た
こ
と
で
、
登
録
に
向
け
て
の
受
入
れ

体
制
づ
く
り
な
ど
を
早
期
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
村
に
は
、
環

境
省
奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
や
奄

美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
（
森
林
浴
公
園
）

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
た
観
光

ル
ー
ト
づ
く
り
の
整
備
を
図
る
な
ど
、
交

流
人
口
の
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
村
は
、
海
に
も
面
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
海
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光

が
注
目
を
浴
び
て
お
り
、
今
後
も
伸
び
て

い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
民
間
と
も

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

併
せ
て
、
山
を
生
か
し
た
取
組
と
し
て
は
、

耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
、
体
験
型
農
業
に

よ
っ
て
、
収
穫
と
併
せ
て
食
の
体
験
が
で

き
る
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め

る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
村
だ
か
ら

こ
そ
出
来
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
奄
美
大
島
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就

航
（
東
京
・
関
西
）
以
来
、
多
く
の
方
々

に
ご
来
島
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
予
定
通

り
い
き
ま
す
と
来
年
に
は
世
界
自
然
遺
産

へ
の
登
録
が
実
現
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

追
い
風
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
受
入
れ
体
制
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
く
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町
村
が
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
取

組
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

伊
い

集
じゅう

院
いん

　幼
げん

鹿児島県町村会長・大
やまと

和村長

「小さくとも光輝く
村づくり」を目指して
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